




































【正解と解説】

●問題Ⅳ-1
正解は②
農業生産の選択的拡大は昭和36年制定の旧農業基本法に掲げられた方針である。平成22年
基本計画では需要に応じた生産の推進や食料自給率の向上が示されているため誤りとな
る。

●問題Ⅳ-2
正解は③
農産物輸出が多い豪州、穀物輸出国かつ熱帯産品等を輸入する米国、域内貿易が盛んなEU
、耕地面積小で労働集約型作物の輸出と大豆等輸入を行う中国の組み合わせが適切であ
る。

●問題Ⅳ-3
正解は①
食生活の洋風化に伴い、米の1人当たり年間消費量は昭和40年の約半分である59kgへと減
少した。一方で肉類は約29kg、牛乳・乳製品は約86kgへと大幅に増加した。

●問題Ⅳ-4
正解は④
カロリーベース食料自給率が100%以上のAは北海道（約200%）、50〜100%のBは宮城などの
東北各県、10%未満のCは神奈川などの大都市圏が合致する組み合わせとなる。

●問題Ⅳ-5
正解は③
ホウレンソウはアカザ科（現ヒユ科）の雌雄異株作物である。冷涼な気候を好み暑さに弱
く、酸性土壌に極めて敏感で中性土壌を好み、春の長日条件によって抽だいする特性を持
つ。

●問題Ⅳ-6
正解は⑤
果樹のわい化栽培では樹形が小さいため密植栽培が行われる。従来の普通栽培に比べて
10a当たりの栽植本数が大幅に増大するため、初期投資における苗木経費は高くなる。

●問題Ⅳ-7
正解は⑤
栽培バナナや種なしスイカの顕著な不稔性は、減数分裂時に染色体が均等に分配されない
同質三倍体の性質を利用したものである。同質四倍体とする記述は誤りである。

●問題Ⅳ-8
正解は①
培地を用いない水耕と培地を用いる固形培地耕に大別される。根を養液に浸す方式が湛液
水耕（DFT）、玄武岩などの鉱物を繊維化した培地を使う方式がロックウール耕である。

●問題Ⅳ-9
正解は④
肥効調節型肥料（被覆肥料など）は、肥料成分の溶出速度を制御し、作物の生育段階に合
わせて長期間にわたり持続的・効率的に吸収させるよう設計された化学肥料である。

●問題Ⅳ-10
正解は②
多くの害虫や病原菌は直射日光を避けて葉の裏側や株元、重なり合った部分に好んで生息
する。したがって、農薬散布時は葉の表面だけでなく裏面にも十分付着させる必要があ
る。

●問題Ⅳ-11
正解は①



雑草は作物の光や養水分を奪うだけでなく、収穫物に夾雑物として混入して品質や等級を
低下させる。さらに病原菌や害虫の中間宿主となって病虫害を誘発するため誤りとなる。

●問題Ⅳ-12
正解は④
東北地方や北海道における冷害の主たる被害作物は主食作物である水稲である。出穂期前
後の低温による不稔や登熟不良が甚大な被害をもたらすため、果菜類等を主とする記述は
誤りである。

●問題Ⅳ-13
正解は①
遊離酸化鉄欠乏による根腐れは老朽化水田、リン酸固定と漏水低温は火山灰土水田、粘土
不足による保肥力低下は砂礫質水田、難透水性による排水不良は重粘土水田の特徴であ
る。

●問題Ⅳ-14
正解は②
過剰施肥防止のための土壌診断、家畜ふん堆肥を農地へ循環させる耕畜連携の推進、原料
の海外依存度が高い化学肥料原料の調達相手国の多角化が基本計画で示されている。

●問題Ⅳ-15
正解は②
農薬取締法における「販売」の定義には、営利目的の有償販売のみならず、反復・継続し
て行われる無償の譲渡（授与）も含まれて規制されるため、含まれないとする記述は誤り
である。

●問題Ⅳ-16
正解は③
小麦の粒質において、硬質小麦は硝子質でタンパク質含量が高く強力粉の原料となる。一
方、軟質小麦は粉状質でタンパク質含量が低く薄力粉の原料となるため、記述は逆であ
る。

●問題Ⅳ-17
正解は③
硫酸分解とアンモニア滴定を行うケルダール法はタンパク質（全窒素）、エーテル抽出を
行うソックスレー抽出法は脂質、原子吸光光度計による定量はナトリウムの分析法であ
る。

●問題Ⅳ-18
正解は①
米のトレーサビリティ制度は「米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に関
する法律（米トレーサビリティ法）」に基づき創設されたものであり、JAS法ではない。

●問題Ⅳ-19
正解は①
我が国の飼料自給率は低水準で推移しており、平成21年度の純国内産飼料自給率（TDNベ
ース）は約26%程度である。40%を超えているとする記述は実態と異なり誤りである。

●問題Ⅳ-20
正解は⑤
反すう家畜のルーメン微生物は水溶性ビタミン（B群等）やビタミンKを合成できるが、脂
溶性ビタミンであるビタミンA、D、Eは合成できないため飼料から給与する必要がある。

●問題Ⅳ-21
正解は③
初期の好気性菌の活動で酸素が消費され嫌気条件となる。水分70%以下に予乾することで
有害な酪酸菌の活動が抑制され、乳酸菌による良質な乳酸発酵が優占して品質が安定す
る。



●問題Ⅳ-22
正解は⑤
クローン動物は同一の遺伝的構成を持つ個体群であり、体細胞の除核未受精卵への移植と
いった無性生殖的なバイオテクノロジー技術によって作出されるため、有性生殖ではな
い。

●問題Ⅳ-23
正解は④
SPF豚（Specific Pathogen Free豚）は、豚肉生産に甚大な被害を及ぼす特定の指定病原
体（マイコプラズマ肺炎、萎縮性鼻炎等）を持たない健康豚であり、無菌豚ではない。

●問題Ⅳ-24
正解は①
選択肢①の記述は「農業振興地域の整備に関する法律」の目的である。土地改良法の目的
は、農用地の改良、開発、保全等に関する事業を適切に実施して農業生産性の向上を図る
ことである。

●問題Ⅳ-25
正解は②
農業用水は年間約546億m3で全国の水使用量の約2/3を占める。再建設費約32兆円に達する
膨大な既存施設の長寿命化を図り、ライフサイクルコストを低減した保全管理が重要とな
る。

●問題Ⅳ-26
正解は⑤
常時運転される用水機場などでは、保守が容易で運転コストの低い電動機が使用される。
一方、洪水時等に短時間のみ運転される排水機場では停電に強い内燃機関が多く用いられ
る。

●問題Ⅳ-27
正解は②
レベル1地震動は対象施設の供用期間中に1〜2度遭遇する確率の高い地震動（再現期間数
十年程度）を指す。10年間に1〜2度遭遇する震度4程度とする記述は誤りである。

●問題Ⅳ-28
正解は③
開水路は動水勾配を確保するために地形の傾斜や高低差に強く制約される。一方、管水路
は自然圧送やポンプ圧送が可能で起伏を乗り越えられるため路線選定の自由度が大きい。

●問題Ⅳ-29
正解は③
純用水量は圃場単位用水量に栽培管理用水量(C)を加え、粗用水量は損失水量を加算した
値となる。ここから地区内利用可能水量(A)を差し引いて畑地灌漑用水量を算出する。

●問題Ⅳ-30
正解は③
心土破砕は緻密な不透水層を破砕して透水性・排水性を高める工法である。過剰な漏水が
発生している漏水田において透水性を抑制するための措置としては不適切である。

●問題Ⅳ-31
正解は④
水稲の健全な生育や根系の健全化、養分補給に適した望ましい縦浸透量は10〜20mm/日程
度である。50mm/日は極端な漏水田であり、肥料の流亡や地温低下を招く。

●問題Ⅳ-32
正解は⑤
開水路の不等流計算では常流で下流端、射流で上流端が境界条件となる。常流から射流へ



の変化点では限界水深が生じ水深と流量の関係が規定され、この断面を支配断面という。

●問題Ⅳ-33
正解は④
ライフサイクルコスト（LCC）は施設の計画・建設から維持管理、更新、最終的な解体・
廃棄処分に至る全生涯費用を対象とする。廃棄費用等を除外して算定する記述は誤りであ
る。

●問題Ⅳ-34
正解は⑤
浄化槽の汚水処理は、固形物を沈殿分離する物理的処理、微生物の分解機能を利用する生
物的処理、および放流直前の塩素滅菌による化学的処理の組み合わせで行われる。

●問題Ⅳ-35
正解は⑤
バイオマスの炭化は空気を遮断した高温下で熱分解・乾留する熱化学的変換プロセスであ
る。メタン発酵のような微生物の代謝活動を利用した生物化学的変換ではないため誤りで
ある。




